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　　　　　　　　　　　　　フジヤマ病院　事務部長　山中  継治

部、様々な職種の方の応援をいただきまして、フジ

ヤマ病院の新たなスタートとなりました。改めて鵬

友会のチームワークの良さを痛感いたしました。

　医療や介護はチームワークです。医師、薬剤師、

看護師ばかりが主役ではなく多様なコメディカル、

事務職員、清掃職員等すべての職員で病院や介護施

設を支え患者様や利用者様を支えていくものと思っ

ております。職員全員がエキスパートでなくても一

人一人が向上心を持ちチームワークを大切にして同

じ目標に向かっていけば患者様や利用者様に良質な

医療や介護の提供ができるはずです。

　鵬友会富士宮地区にはフジヤマ病院、介護老人保

健施設いかる野、介護老人保健施設リバブルケア、

居宅支援事業所フジヤマと４施設ありますので、こ

の４施設の連携を強化し地域に貢献できるように邁

進しております。今年は平成３０年度診療・介護報

酬同時改定があります。医療や介護を取り巻く環境

は２０２５年問題（超高齢化社会の問題）をはじめ

とし年々厳しいものになっておりますが、そうした

状況下でも良質な医療や介護を提供し続けていく所

存です。まだまだ職員の皆様に支えられながら事務

部長として業務をしておりますが、日々精進し患者

様や利用者様の事を第一に考え、北部の医療・介護

を守っていくんだという決意で業務に取り組んでま

いります。
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　富士宮に赴任して２年の月日が経とうとしており

ます。長いような短いような感慨深いものがありま

す。私が赴任したとき最初に感じた事が富士宮（特

に北部地区）は医療資源に乏しい地域であるとの思

いでした。職員、地域、行政、患者様の声に耳を傾

けると富士・富士宮医療圏内の南部は病院や施設が

そこそこありますが、北部には少なくフジヤマ病院

に対する期待の声が多く寄せられ、その責務を果た

さなければとの使命感を感じました。

　最初に力を入れた事が医療相談室の立ち上げでし

た。フジヤマ病院には医療相談室がなかった為に、

近隣の病院や施設、患者様の相談がスムーズでなく

病院としての機能が十分に発揮できていない状況で

した。フジヤマ病院内には社会福祉士等の医療相談

員の経験者もいなかった為に医療相談部の立ち上げ

に困窮してましたが、そこは組織力を生かし同法人

の湘南泉病院や新中川病院からの協力を得て横浜の

事業所より経験豊な医療相談員を交代で派遣してい

ただき、フジヤマ病院の医療相談室を立ち上げる事

が出来ました。最初の頃は相談に関する電話は１週

間で数件でしたが、今では１日に２０件以上の多様

な相談がきます。すべてにおいて当院で対応できる

事は出来ませんが、今出来る限りの医療を提供し地

域の皆様に信頼して頂ける病院を目指し職員一同励

んでおります。その他、医師をはじめ看護部や事務
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平成３０年１月２０日（土）９時～１７時、鵬友会各施設の看護科長 が参集し、

鵬友会合同看護科長等研修が行われました。

まず初めに池島常務理事の講話の中で、看護科長等に期待することとして、①自

分の職場の把握、気付き ②部下の指導 ③部下への指示の出し方 ④上司と現場をつ

なぐ ⑤法人の方針への理解 の５項目に分けて具体的な例を挙げながら述べました。

続く、湘南泉病院 三澤看護部長より、「所属長は組織活性化のかなめ！！～部

署管理のできる管理者はここが違う～」をテーマに、【創造的看護管理、看護管理

者に求められる能力、コンピテンシー、人材育成の方法、チームビルディング、ス

ポンサーシップ等】について説明し、最後に『優れた上司は優れた部下をつくる、

同時に優れた上司は優れた部下によってつくられる』という言葉で締めくくりまし

た。

後半のグループワークでは、「人材育成の観点から自己のマネージマント力を振

り返る。（自己分析を含む）」をテーマに、【この一年で自分が管理者としてどん

な出来事に直面したか】経験したこととや直面した問題について、看護管理課題を

振り返ってディスカッションし、学びを深めました。

平成２９年度

看護科長等合同研修を開催しました。 H30.1/20（土）湘南泉病院会議室
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ほうゆう保育園

2月3日の節分の日は土曜日なので、一日早い2日

に保育園で節分の豆まきを行いました。突然現れ

た鬼に、果敢に豆をまく子もいれば、恐怖で泣き

喚く子も...。反応は様々ですが、１年間園で過ご

した子どもたちの確かな成長を見ることができま

した。

ほうゆう保育園

邪を払い、福を呼び込んだ節分の豆まき。
今年も【ほうゆう保育園】のみんなに、いいこと
がいっぱいありますように。

平成30年2月17日（土）保育園で生活発表会を

行いました。子どもたちの可愛い姿や、ちょっ

ぴり緊張した姿、役になりきる姿など、たくさ

んの表情を見せてくれました。

生活発表会！

池島常務理事

三澤看護部長
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